















































































































は理解の出来ないことである。たとえば Der kleinen Wahrig でも、Fremdenverkehr は一種
の Reiseverkehr であるとされ、また Reiseverkehr は Fremdenverkehr と言い替えられると











































































(1)　"Tourism is defined as the activities of persons traveling to and staying in places 
outside their usual environment for not more than one consecutive year for leisure, 
business and other purposes not related to the exercise of an activity remunerated from 
within the place visited"
(2)　"Tourism is more limited than travel, as it refers to specific types of trips: those 
that take a traveler outside his/her usual environment for less than a year and for a main 
purpose other than to be employed by a resident entity in the place visited.　Individuals 
－ 62 －
上　野　正　二



































































































のビジネスという語は特定の意味で使われており、COED の "work to be done or matters 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　レジャー leisure と言う語には、それ自体 license と同じく「許されている」という意味
があるので、日本語の「閑暇」にはないが「遊び」に含まれているものと同様に、人間の
本質に関わる深い意義を持っていると思われる(1)。だが、ここではその詮索は止めて、こ
の言葉が西洋においてはギリシャ語の schole ラテン語の otium の訳語であることを指摘











































































































































語 Licere から leisure が派生する時代に資本主義的ツーリズムがあったとでも言ってしま
いそうな話だ。仮に「法的に許される」といっても人定法か神法かのちがいがあることぐ
らいは、弁えねばならないだろう。
　（2）「文化」と書けばよいところを敢えて「文化活動」と書いた。今日、文化という語は、①本
ゴールデン・ツーリズム論
－ 85 －
来の「文化」の諸要素もしくは〈芸術〉のようなその現れの何か一つを指すいわば「代用
法」として使われるか、②一種の情緒的刺激剤として使われるのみであると言って過言で
はない（T.S エリオットの指摘）。文化は、しかしながら、本来は人間の主体的活動を意味
していたのであり、意味させなければならない。下に述べるように、そういう意味で使う
ときはじめてレジャーやツーリズムが豊かな深みを取り戻し、本来的な議論の場を手に入
れることが出来るのである。そもそも、この本来的な語用がなければ、「教養」という訳
語の意味も全く取り落とされてしまうであろう。
　　　レジャーの花が満開の時代を迎えたなどと言いながら、その実、文化人は、最も自由でな
ければ本領を発揮することの出来ない芸術家、学問家などの文化人は、国家や地方自治体、
ないしは文化の意義を解するトップを戴く大企業などの保護を受けて辛うじて生息するこ
とが出来ている。だが、その身分は極めて不安的である。文化音痴の官僚、「文化」の名
を冠する機関にいながらそれを解し得ない管理職はしばしば彼らを嫉妬し、文化人として
の息の根を止めるような愚行に出るのである。万人が芸術家になる時代――それをかのＫ・
マルクスは夢想したのだが、我々が霞を食って生き延びられる時代が来るというだけでは、
文化の開花にはなお不充分なのだ。優れた歴史的文化、文化財によって文化人は作られる
こと、後述する通りであるから。
　（3）ここにおいて、たとえば岡本太郎という人の言い分が思いだされる。彼は、芸術的な価値
は子供の遊びにあり、子供は遊びの中で独創的な形を自在に作り出すという。ところが、
彼らが成長するに従って、分別心を身に付けてくるとその自在さがなくなり、作品を作っ
ても詰まらない物にしかならない、と。この岡本の主張は、言語学習と形の学習とが一体
化しており、一般的には言語を学ぶということは既存の文化体系を背景にして形を学ぶこ
とであるが、その学習をしなければ既存の形に囚われない別のものを生み出すことができ
る、ということによって、一旦は理解できる。少なくとも岡本の芸術はそういった種類の
ものであったことが分かる。だが、真の芸術はこのような仕方で子供をいつまでも子供の
ままに閉じ込めて珍品を愉しむものであってはならない。言葉と形との両者を生み出して
くる「大文字の言葉」（初めにあった言葉）に聴従することによって、おのれを研きミュー
ズ神の姿を作品に刻む、といった作業を始めなければならないのである。
　（4）百姓が仕事をするときを想像しよう。彼は自然に従って作業を起こし、続ける他ない。し
かしながら、彼は企業の人間のようにしぶしぶその働きをするのではない。豊かな実りを
期待してというよりも、大地に促されて、自然のエネルギーがはらわたから湧き上がって、
口内に歌を含みながら、働きをするのだ。自由・自発性は人が本源的なものに還帰するこ
とによって果たされるのだ。百姓仕事は時間の間（ひま）理解の重要な手がかりを与えて
くれる。季節の移ろいに従って、耕耘、播種、土寄せ、収穫などの時期が来る。そのそれ
ぞれに祭事をはさむ。祭事は遊びの様相を呈する。――観光論は、ここを見なければなら
ない。真の観光は、土地に居着かなければ分からない。見えないのだ。
　（5）大橋昭一「観光の本義をめぐる最近の諸論調」p.27など参照。ここで自分らの問題にして
いるのは「社会的存在としてのツーリズム」だと言い逃れようとしてもムダである。ツー
リズムを社会的なものに限定するのも、すでにそのようなツーリズム概念に束縛されてい
るためである。文句があるなら、諸君のいうツーリズムから「人のためになる・人間形成
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する・某かのもの」を生み出してみるがよい。「文化」と言っても既にそれは「文化活動」
ではなく「文化遺産」という文化の残滓でしかない。そんな乏しい言語の時代を、さらに
言語を混乱させているのが、現代ツーリズムである、といって私は憚らない。
　（6）ここに機械支配の時代においても機械に支配されないで機械を支配する特別の例外が示さ
れる。それについて本文で触れているのが、文末である。
　（7）ここに一種の信仰の要請のような問題がある。神的なものの存在に関する理解の前提とし
て、そのものの存在に習熟するということが、順序が逆転するが、必要となるようである。
このとき、洗礼者ヨハネやイエスが荒野で過ごした時間に似たものを、我が国の文化活動
は可能にすることができる。
　（8）筆者の「総合人間論」講義参照。
